
  

避 難 実 施 要 領  
竹富町長  

月  日  時  分現在  

市町村域内避難 及び 市町村域外避難  

1 都道府県からの避難の指示の内容  

 竹富町町内全域が要避難地域に指定されたことから、竹富町内全域の住民及び観光客等を島

外に避難  

 

2 事態の状況、関係機関の措置  

2-1 事態の状況  

発生時期   令和  年  月  日 午   時  分  

発生場所   竹富町内全域  

実行の主体   Ｎ国  

事案の概要と被害状況 

・Ｎ国による大規模な着上陸侵攻があるとの情報等により、政府は武力

攻撃予測事態を認定。 

・沖縄県知事は竹富町長に対し、１ヶ月以内に竹富町内全域の住

民、観光客等の要避難地域外への避難の指示を発出。 

・被害状況は現時点でなし。 

今後の予測・影響と措置 
 速やかに竹富町内全域の住民、観光客等を竹富町外に避難させ

る。天候に留意する必要がある。 

気象の状況   気象庁から発表される季節予報等を参照。 

2-2 避難住民の誘導の概要  

要避難地域  
 竹富町内全域（竹富地区、小浜地区、黒島地区、新城地区、西表

地区、船浮地区、鳩間地区、波照間地区） 

避難先と避難誘導の方針 

避難先：石垣市（総務課）0980-82-1216 

避難誘導の方針：各地区住民・観光客等を一時集合場所に集合さ

せ、その後、バス等の車両により空港または港湾に誘導する。住民等は

航空機・船舶により避難。 

避難開始日時   令和  年  月  日～  月  日  

避難完了予定日時   令和  年  月  日  

2-3 関係機関の措置等  

措置の概要  

警察：交通規制及び避難誘導、残留者の確認  

消防（消防団）：交通規制及び避難誘導、残留者の確認  

自衛隊：要避難地域内にいる者の避難誘導・輸送  

バス事業者：島内全域で避難優先の臨時ダイヤ 

船舶事業者：通常運航を停止、各地域で避難優先の臨時ダイヤ 

航空事業者：通常飛行を停止、各地域で避難優先の臨時ダイヤ 

連絡調整先  

一時集合場所：各施設に役場職員を 1～10 名派遣  

特養老人ホーム：職員各 2 名派遣  

空港・港湾：空港（担当職員 8 名）港湾（職員各 2～6 名派遣） 

 



3 事態等の特性で留意すべき事項  

事態の特性  

（除染の必要性等） 
 竹富町内全域が要避難地域となり、島外に避難する必要がある。 

地域の特性  

・航空機または船舶を利用した避難となるため、沖縄県や石垣市、関

係機関と輸送手段の確保について十分に協議する。 

・集落外に特養老人ホーム、法人寮等が存在する。 

・観光客等には、指定日に一時集合場所に行くよう宿泊施設を通して

伝える。 

時期による特性   天候に留意する必要がある。 

4 避難者数（単位：人） 

要避難地域の地区名  
竹富

地区  

小浜

地区  

黒島

地区  

新城

地区  

西表

東部  

西表

西部  

船浮

地区  

鳩間

地区  

波照間

地区  合計  

避難者数（計） 
2,035

名  
1,378

名  
335

名  

10

名  

1,901

名  
1,945

名  
42

名  

105

名  

670

名  

8,421

名  

うち避難行動要支

援者数  
22 名  77 名  25 名  2 名  

104
名  

132

名  
1 名  6 名  47 名  

416

名  

うち観光客・外国人

等の数  

1,700

名  
610

名  

110

名  
0 名  

970

名  

450

名  
0 名  

40

名  

200

名  

4,080

名  

5 避難施設等  

5-1 一時集合場所  

要避難地域の地区名 竹富地区  小浜地区  黒島地区  新城地区  西表地区  

一時集合場所名  竹富小中学校  小浜小中学校  黒島小中学校  新城防災施設  

大原小学校  

大原中学校  

古見小学校  
児童交流ｾﾝﾀｰ 

所在地  竹富 545 番地  小浜 2575 番地  黒島 1140 番地  上地 1-1 

南風見 201-2

南風見仲 29-2 

古見 88-2 

南風見 162-3 

連絡先（電話等） 85-2349 85-3154 85-4150  

85-5351 

85-5352 

85-5350 

85-5529 

連絡担当者  職員名  職員名  職員名  職員名  職員名  

その他の留意事項等      

要避難地域の地区名 西表地区  船浮地区  鳩間地区  波照間地区   

一時集合場所名  

船浦中学校  

上原小学校  

西表小中学校  

白浜小学校  

船浮小中学校  鳩間小中学校  波照間小中学校   

所在地  

上原 870 番地  

上原 383 番地  

西表 869 番地  

西表 1499 番地  

西表 2435 番地  鳩間 588 番地  波照間 54 番地   

連絡先（電話等） 

85-6554 

85-6259 

85-6454 

85-6354 85-6559 85-8453  



85-6359 

連絡担当者  職員名  職員名  職員名  職員名   

その他の留意事項等      

5-2 経由する空港又は港湾  

施設名  竹富東港  小浜港  黒島港  上地港（新城） 

連絡先（電話等）     

連絡担当者  職員名  職員名  職員名  職員名  

その他の留意事項等     

施設名  上原港（西表） 仲間港（西表） 船浮港  鳩間港  

連絡先（電話等）     

連絡担当者  職員名  職員名  職員名  職員名  

その他の留意事項等     

施設名  石垣空港  石垣港  波照間空港  波照間漁港  

連絡先（電話等） 
87-0793   

（空港課） 
82-4046   

（港湾課） 
85-8375    

（空港管理事務所）  
 

連絡担当者  職員名  職員名  職員名  職員名  

その他の留意事項等   まちづくり課調整   

5-3 避難施設  

避難先地域  沖縄県石垣市     

避難施設名      

所在地      

収容可能人数（人）     

連絡先（電話等）     

連絡担当者  職員名     

その他の留意事項等 市総務課調整     

6 避難手段  

輸送手段   バス ・ 航空機 ・ 船舶 ・ 徒歩 ・ その他（          ） 

輸送手段の詳細  

種類（車種等） （観光・貸切）バス等  

台数  

西表島交通（株） 

    23 台（大型 17 台、中型 4 台、小型 2 台） 

東運輸（株） 

32 台（大型 29 台、中型 2 台、小型 1 台） 

輸送可能人数 

西表島交通（株） 

東部：１日 2,058 名（7 台１回 343 名×6 回） 

西部：１日 1,962 名（6 台１回 327 名×6 回） 

東運輸（株） 

１日 4,200 名（10 台１回 60 名×7 回） 

連絡先  
西表島交通（株）：0980-85-5451 

東運輸（株）0980-87-5423 

種類  航空機（航空会社名）予定  

台数  １機  

輸送可能人数 １日当たり 28 名（１便 14 名×2 回） 

連絡先   



種類  船舶（高速船・フェリー） 

隻数  

八重山観光フェリー（株）：11 隻  

（有）安栄観光：高速船 10 隻、貨客船 2 隻  

（有）船浮海運：1 隻  

輸送可能人数 

八重山観光フェリー（株）・（有）安栄観光  

竹富１日当たり 2,758 名（１便 132 名×21 回） 

小浜１日当たり 1,694 名（１便 154 名×11 回） 

黒島１日当たり  730 名（１便 122 名×6 回） 

大原１日当たり 1,507 名（１便 137 名×11 回） 

上原１日当たり 1,586 名（１便 122 名×13 回） 

鳩間１日当たり  684 名（１便 171 名×4 回） 

波照間１日当たり 459 名（１便 153 名×3 回） 

波照間１日当たり 125 名（１便 125 名×1 回） 

（有）船浮海運  

１日当たり 425 名（１便 85 名×5 回） 

連絡先  

八重山観光フェリー（株）：0980-82-5010 

（有）安栄観光：0980-83-0055 

（有）船浮海運：0980-85-6161 

輸送力の配分の考え方 

・一時集合場所から空港または港湾までピストン輸送する。 

・航空機・船舶については、民間事業者の保有する航空機・船舶だけでなく

関係機関の保有する航空機・船舶を利用する可能性がある。 

その他輸送手段  
避難行動要支援者  竹富町公用車両、搬送車両 

その他（入院患者等） 施設車両、自衛隊車両  

7 避難経路  

避難に使用する経路  
空港：空港まで通じている町道を主経路とする。 

港湾：港湾まで通じている県道及び町道を主経路とする。 

交通規制  

実施者の確認  警察官（駐在） 

規制にあたる人数 1 名  

規制場所  

空港：町道志多阿線  

港湾：県道 213 号線、215 号線  

    町道大舛線、舟崎・細崎線、上地線、舟浮線、大泊線、 

イナマ線  

警備体制  

実施者の確認  警察官及び消防団員  

規制にあたる人数 3 名  

規制場所  規制場所周辺  

8 避難誘導方法  

8-1 避難（輸送）方法・避難日時  

一 時 集 合 場

所への避難方

法（避難行動

要支援者を除

く。） 

地区  竹富地区  小浜地区  黒島地区  新城地区  西表東部  

誘導の実施単位 2,035 名  1,378 名  335 名  10 名  1,901 名  

輸送手段  徒歩  徒歩  徒歩  徒歩  徒歩  

集合日時  
○月○日

～ 

○月○日

～ 

○月○日

～ 

○月○日

～ 

○月○日

～ 

その他 （誘 導 責

任者等） 
町職員  町職員  町職員  町職員  町職員  

地区  西表西部  船浮地区  鳩間地区  波照間地区   



誘導の実施単位 1,945 名  42 名  105 名  670 名   

輸送手段  徒歩  徒歩  徒歩  徒歩   

集合日時  ○月○日  ○月○日  ○月○日  ○月○日   

その他 （誘 導 責

任者等） 
町職員  町職員  町職員  町職員   

避難施設へ

の避難方法  

地区  竹富地区  小浜地区  黒島地区  新城地区  西表東部  

誘導の実施単位 2,035 名  1,378 名  335 名  10 名  1,901 名  

輸送手段  バス・船舶  バス・船舶  バス・船舶  船舶  バス・船舶  

避難経路 （経由

する空港又は港

湾） 

バス～竹

富港～石

垣市  

バス～小

浜港～石

垣市  

バス～黒

島港～石

垣市  

バス～新

城港～石

垣市  

バス～仲

間港～石

垣市  

避難先       

避難完了予定日時      

その他 （誘 導 責

任者等） 
町職員  町職員  町職員  町職員  町職員  

地区  西表西部  船浮地区  鳩間地区  波照間地区   

誘導の実施単位 1,945 名  42 名  105 名  670 名   

輸送手段  バス・船舶  船舶  船舶  
バス・飛行

機・船舶  
 

避難経路 （経由

する空港又は港

湾） 

バス～上

原港～石

垣市  

船浮港～

石垣市  

鳩間港～

石垣市  

バス～波

照間魚

港・空港

～石垣市

市  

 

避難先       

避難完了予定日時      

その他 （誘 導 責

任者等） 
町職員  町職員  町職員  町職員   

避難行動要

支援者の避

難方法  

地区  竹富地区  小浜地区  黒島地区  新城地区  西表東部  

誘導の実施単位 22 名  77 名  25 名  2 名  104 名  

避難行動要支援

者への支援事項  

・避難行動要支援者の障害・介護等の区分に応じ対応を実施  

・特養老人ホーム入居者は、石垣市に着き次第、石垣市の特

養施設等に入居  

輸送手段  
竹富町公用車両、搬送車両（特養老人ホーム入居者は施設

車両） 

避難経路 （経由

する空港又は港

湾） 

竹富港  小浜港  黒島港  新城港  仲間港  

避難日時       

地区  西表西部  船浮地区  鳩間地区  波照間地区   

誘導の実施単位 132 名  1 名  6 名  47 名   

避難行動要支援

者への支援事項  

・避難行動要支援者の障害・介護等の区分に応じ対応を実施  

 
 



輸送手段  
竹富町福祉車両、消防車両（特養老人ホーム入居者は施設

車両） 

避難経路 （経由

する空港又は港

湾） 

上原港  船浮港  鳩間港  
波照間空

港・漁港  
 

避難日時       

8-2 職員の配置方法  

配置場所  

・一時集合場所  

・避難先避難施設  

・空港、港湾  

・避難行動要支援者がいる家等  

人数  103 名  

現地調整所   

8-3 残留者の確認方法  

確認者  消防団員、警察官（駐在） 

時期  各地区の一時集合場所への最終集合日―○日  

場所  要避難地域内（３集落と点在して居住している場所） 

方法  戸別訪問、広報車、警察車両  

措置  避難を促す。（残留場所、氏名、人数等の把握） 

終了予定日時  令和  年  月  日  

8-4 避難誘導時の食糧の支援・提供方法  

食事時期  状況に応じ、一時集合場所・空港・港湾・避難施設にて提供  

食事場所  状況に応じ、一時集合場所・空港・港湾・避難施設にて提供  

提供する食事の種類 状況に応じて 

実施担当部署  産業振興課（地域部再計画から） 

8-5 追加情報の伝達方法  

 避難誘導員による連絡、防災行政無線、広報車等、公式 LINE 

9 避難時の留意事項（主に住民） 

自宅から避難する場合の留意事項  

 

基本事項  

 

近隣の住民に声を掛け合うなど、相互に助け合って避難する 

避難時は、金銭、貴重品、身分証明書、最低限の着替えや日用品、非常持出品  

を携行するものとする 

事態の特性  

 島外避難が長期化する可能性がある 

時期の特性  

 長期化に備えた衣類の選別、タオル、水分補給等に留意  

一時集合場所での対応  

 
避難者を竹富町が用意した車両（バス等）にて順次移動  

 



10 誘導に際しての留意事項（職員）  

   （心得・安全確保・服装等） 

 

11 情報伝達  

避難実施要領の住民

への伝達方法  
防災行政無線、広報車両、公式 LINE 

避難実施要領の伝達先 竹富町内の各機関及び団体等（関係機関等一覧表） 

職員間の連絡手段  別添電話番号表による 

12 緊急時の連絡先  

竹富町  

国民保護／緊急対処事態対策本部  

電話：０９８０-８２-１１０９ 

FAX：０９８０-８３-３１１９ 



 


